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論文審査の要旨

臆の中には走行が湾曲し、筋収縮の際に臆と骨組織の間で圧迫が生じる

wrap around 構造を持つものがある。臆実質部、 wrap around 部、健付着部で

は、解剖学的、分子生物学的構造に差異を認めるが、微量含有元素量の詳細な

検討はなされていない。申請者は長排骨筋臆のそれぞれの領域における含有元

素量を計測し、組成の相違と機能について検討を行った。結果は Ca 、P、S、

Mg の含有量は wrap around 部で有意に高値であり、前 2 者は線維軟骨の変性

所見を、後 2 者は線維軟骨の総量を反映していると結論している。単一の臆組

織においても解剖学的に具なる領域では機能の相違により元素組成変化が生じ

ている事を証明した。また S 含有量は排骨後方部、立方骨底側の 2 か所の wrap

around 部を比較しでも圧迫力をより強くうける後者で高値を示し、同部位には

線維軟骨がより豊富に存在する事を証明した。

本研究は臆の変性の程度、線維軟骨の総量を解剖学的、生物学的には困難で

ある客観的な数値化を行し、実現させたものであり、今後の他の臆組織への応用

も期待され、有意義な研究であると考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに医学の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。
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